
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第
三
種
郵
便
物
認
可

〇

〇

（
準
用
）

（
準
用
）

第
十
七
条
の
四
十
二

第
十
七
条
の
二
十
一
、
第
十
七
条
の
二
十
六
、
第
十
七
条
の
三
十
及
び
第
十
七
条
の
三
十

一
の
規
定
は
、
指
定
資
格
者
証
交
付
機
関
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
七
条
の
二
十
一

中
「
法
第
二
十
七
条
の
四
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
二
十
七
条
の
十
九
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

二
十
七
条
の
四
第
二
項
」
と
、
第
十
七
条
の
二
十
六
第
一
項
中
「
法
第
二
十
七
条
の
八
第
一
項
前
段
」
と
あ
る

の
は
「
法
第
二
十
七
条
の
十
九
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
七
条
の
八
第
一
項
前
段
」
と
、「
試
験
事

務
規
程
」
と
あ
る
の
は
「
交
付
等
事
務
規
程
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
法
第
二
十
七
条
の
八
第
一
項
後
段
」
と

あ
る
の
は
「
法
第
二
十
七
条
の
十
九
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
七
条
の
八
第
一
項
後
段
」
と
、
第

十
七
条
の
三
十
中
「
法
第
二
十
七
条
の
十
三
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
二
十
七
条
の
十
九
第
五
項
に
お
い

て
準
用
す
る
法
第
二
十
七
条
の
十
三
第
一
項
」
と
、
同
条
第
一
号
並
び
に
第
十
七
条
の
三
十
一
第
一
号
及
び
第

二
号
中
「
試
験
事
務
」
と
あ
る
の
は
「
交
付
等
事
務
」
と
、
同
条
中
「
法
第
二
十
七
条
の
十
五
第
三
項
」
と
あ

る
の
は
「
法
第
二
十
七
条
の
十
九
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
七
条
の
十
五
第
三
項
」
と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。

第
十
七
条
の
三
十
九

第
十
七
条
の
十
八
、
第
十
七
条
の
二
十
三
、
第
十
七
条
の
二
十
七
及
び
第
十
七
条
の
二
十

八
の
規
定
は
、
指
定
資
格
者
証
交
付
機
関
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
七
条
の
十
八
中

「
法
第
二
十
七
条
の
四
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
二
十
七
条
の
十
九
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二

十
七
条
の
四
第
二
項
」
と
、
第
十
七
条
の
二
十
三
第
一
項
中
「
法
第
二
十
七
条
の
八
第
一
項
前
段
」
と
あ
る
の

は
「
法
第
二
十
七
条
の
十
九
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
七
条
の
八
第
一
項
前
段
」
と
、「
試
験
事
務

規
程
」
と
あ
る
の
は
「
交
付
等
事
務
規
程
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
法
第
二
十
七
条
の
八
第
一
項
後
段
」
と
あ

る
の
は
「
法
第
二
十
七
条
の
十
九
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
七
条
の
八
第
一
項
後
段
」
と
、
第
十

七
条
の
二
十
七
中
「
法
第
二
十
七
条
の
十
三
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
二
十
七
条
の
十
九
第
五
項
に
お
い

て
準
用
す
る
法
第
二
十
七
条
の
十
三
第
一
項
」
と
、
同
条
第
一
号
並
び
に
第
十
七
条
の
二
十
八
第
一
号
及
び
第

二
号
中
「
試
験
事
務
」
と
あ
る
の
は
「
交
付
等
事
務
」
と
、
同
条
中
「
法
第
二
十
七
条
の
十
五
第
三
項
」
と
あ

る
の
は
「
法
第
二
十
七
条
の
十
九
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
七
条
の
十
五
第
三
項
」
と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。

（
令
第
四
十
四
条
の
法
人
）

（
令
第
二
十
七
条
の
十
三
の
法
人
）

第
十
八
条

令
第
四
十
四
条
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
法
人
は
、
公
益
財
団
法
人
Ｊ
Ｋ
Ａ
、
国
立
研
究
開
発
法

人
科
学
技
術
振
興
機
構
、
国
立
研
究
開
発
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
、
国
立
研
究
開
発

法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
、
国
立
研
究
開
発
法
人
理
化
学
研
究
所
、
首
都
高
速
道
路
株
式
会
社
、
消
防

団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
共
済
基
金
、
新
関
西
国
際
空
港
株
式
会
社
、
地
方
競
馬
全
国
協
会
、
中
間
貯
蔵
・
環

境
安
全
事
業
株
式
会
社
、
東
京
地
下
鉄
株
式
会
社
、
東
京
湾
横
断
道
路
の
建
設
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和

六
十
一
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
東
京
湾
横
断
道
路
建
設
事
業
者
、
独
立
行
政
法
人

環
境
再
生
保
全
機
構
、
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
、独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
、

独
立
行
政
法
人
農
業
者
年
金
基
金
、
中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
、
成
田
国
際
空
港
株
式
会
社
、
西
日
本
高
速

道
路
株
式
会
社
、
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
、
日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
、
日
本
電
信
電
話
株
式

会
社
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
五
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
会
社
及
び
同
条
第

二
項
に
規
定
す
る
地
域
会
社
、
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
、
阪
神
高
速
道
路
株
式
会
社
、
東
日
本
高
速
道

路
株
式
会
社
、
本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
株
式
会
社
並
び
に
、
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
及
び
日
本
貨
物
鉄
道
株
式

会
社
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
一
条
第
三
項
に
規
定
す
る
会
社
と
す
る
。

第
十
八
条

令
第
二
十
七
条
の
十
三
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
法
人
は
、
公
益
財
団
法
人
Ｊ
Ｋ
Ａ
、
国
立
研
究

開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
、
国
立
研
究
開
発
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
、
国
立
研

究
開
発
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
、
国
立
研
究
開
発
法
人
理
化
学
研
究
所
、首
都
高
速
道
路
株
式
会
社
、

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
共
済
基
金
、
新
関
西
国
際
空
港
株
式
会
社
、地
方
競
馬
全
国
協
会
、中
間
貯
蔵
・

環
境
安
全
事
業
株
式
会
社
、
東
京
地
下
鉄
株
式
会
社
、
東
京
湾
横
断
道
路
の
建
設
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭

和
六
十
一
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
東
京
湾
横
断
道
路
建
設
事
業
者
、
独
立
行
政
法

人
環
境
再
生
保
全
機
構
、
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
、
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機

構
、
独
立
行
政
法
人
農
業
者
年
金
基
金
、
中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
、
成
田
国
際
空
港
株
式
会
社
、
西
日
本

高
速
道
路
株
式
会
社
、
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
、
日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
、
日
本
電
信
電
話

株
式
会
社
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
五
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
会
社
及
び
同

条
第
二
項
に
規
定
す
る
地
域
会
社
、
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
、
阪
神
高
速
道
路
株
式
会
社
、
東
日
本
高

速
道
路
株
式
会
社
、
本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
株
式
会
社
並
び
に
、
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
及
び
日
本
貨
物
鉄
道

株
式
会
社
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
一
条
第
三
項
に
規
定
す
る
会
社
と
す
る
。

（
経
営
事
項
審
査
の
客
観
的
事
項
）

（
経
営
事
項
審
査
の
客
観
的
事
項
）

第
十
八
条
の
三

法
第
二
十
七
条
の
二
十
三
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
客
観
的
事
項
は
、
経
営
規
模
、
技
術
的

能
力
及
び
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

第
十
八
条
の
三

法
第
二
十
七
条
の
二
十
三
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
客
観
的
事
項
は
、
経
営
規
模
、
技
術
的

能
力
及
び
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
〜
九

（
略
）

一
〜
九

（
略
）

十

建
設
工
事
を
適
正
に
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
及
び
技
術
又
は
技
能
の
向
上
に
関
す
る
建
設
工
事
に

従
事
す
る
者
の
取
組
の
状
況

（
新
設
）

２

前
項
に
規
定
す
る
技
術
的
能
力
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
よ
り
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
審
査
す
る
も

の
と
す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
技
術
的
能
力
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
よ
り
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
審
査
す
る
も

の
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

工
事
現
場
に
お
い
て
基
幹
的
な
役
割
を
担
う
た
め
に
必
要
な
技
能
に
関
す
る
講
習
で
あ
つ
て
、
次
条
か
ら

第
十
八
条
の
六
ま
で
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
も
の
（
以
下
「
登
録
基
幹
技
能
者
講

習
」
と
い
う
。）を
修
了
し
た
者
の
数

二

工
事
現
場
に
お
い
て
基
幹
的
な
役
割
を
担
う
た
め
に
必
要
な
技
能
に
関
す
る
講
習
で
あ
つ
て
、
次
条
か
ら

第
十
八
条
の
三
の
四
ま
で
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
も
の
（
以
下
「
登
録
基
幹
技
能

者
講
習
」
と
い
う
。）を
修
了
し
た
者
の
数

三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
略
）

３

第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
よ
り
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
審
査
す
る

も
の
と
す
る
。

３

第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
よ
り
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
審
査
す
る

も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）
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